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��Purpurogallin の染色性について

（Pyrogallol の酸化生成物の染色性）
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Tunehisa ENDO, Fukashi SHIMIZU AND Gensaku AIDA, : STUDIES ON THE DYESTUFFS 

OF THE SYNTHETIC FIBERS. (I). DYEING PROPERTIES OF PURPUROGALLIN.

合成繊細こ於て窒素をP・1yamidの形で分子内に含む繊維としてny1・1・，　amylan系の総離竈

のような染働勺性質を多少もつているものと，窺素な館ゾよい繊維とし．てP・lyviny1系のviny1・n

がある・ng者等は染色惚こ乏い・viny1・nの染色について研究を進めた。　vinyl・。はOI焔蕪とOII

基のホル・・ル化され燃をもつて、もので木綿と酉謙入織両方の染色1難勺性質鶴つもの鷹えられ

る。そこで酷酸人絹と比較的にi翼験を進めたo

本研究に用いたPurpu・・露a11inはpyr・gal1・1の酸（P，Vこよつて坐じ．　F撚界に醐棚のグV＝シツ

ドD「yopliantinのアグリコンとして存在する：J　BARLTROP等は本物質にtropolon誘導体である

次の如き樽造式を提冒したo（t）

　　　　　　．　　お　　　t・

（1）上龍構邉式に示す如く七員環を有する新しい型を膚すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　
（・1）…p…9・1－1i　・・ 倹wと類似噸轍て・・る・・・・・・…織灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　e

染染料として幾多の染料がある。例えば下に示す如し。

　　　　　　　　　　　　alizarin　　　　　　　　　　　　purpurogallin

　　　AIv・一キ　　　　赤色　　　　　　　　　　　掲赤色

　　　Feレr－一キ　　　　黒紫色　　　　　　　　　濃黒色

　　　c・レ岬レチ…一・艶　・淋のチ・。・．，艶
　　　　　　　　　ロ
（III）pyrogallolをcouPling成分とするazo色素がvinylonに対して染着盤あるを見flilした。e）

　以上の理由により著者等はlpyrogallo1の酸化生成物なるpurpurogalliηの合成繊維に対する染色

性を研究し，可成りの染着性あるを認めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　験　　方　　油

（1）purpur・gallinはその製法に種々あるが，著者等はpy・・gall・1をNa－i・dat・（Na10B）で酸

化する方法⑥によつて製り・氷酷酸で再結晶して用いた。このものは燈色のm，P．2750の結晶である。

　（2）試料3酷酸人絹は大日本セルロイド株式会融製の122．4dの紹糸，ビsロンは倉敷レ…ヨン株

式会肚製の80・2dの紹糸，アミランは105・6dの東洋レ・…　vaン株式会肚製の総糸を用いた。

　③　染料1よ水に難溶性なるため浴中に分敬せしめて染色を行つた。その爆法に次の如くであるe
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　　　　！欝r…撃響淑薫一

。、畷てN。βα畷を・・95，・蝋・桝・・f・・：…％・五鵬紛ちて染浴酢り，　”・：の粕

畷灘窪嵐論瀬卿染鰍㈱泌王櫛・熱湯鰍醐嚇麟・・
　加え，懸濁液髄り款にN・・so・を厭染濫仕立てる・
　　難澱…。，難時間・・分・して酬㈱・て処肌た・翼集色漁の糸の軌雌塾燃し

　糸に対するP・・p・r・g・11i・の影響・染働後の糸の：11「i　1，fil・の轟勲肺欺・

　　㈲ビ．。。の媒獅灘献・・）筋灘翻とじ爾つゾL：・そ・・結黙桜の姻で踊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Conc，　　‘，f　l）：1th　　　　　　　　　　 ConCg　　（｝f　IluS（⊃豊

　　　　F，（SO、），岬、M211・0　　0・596　　　〔L　1％
　　　　　　　Cu　SO．t．　　　　　　　　　1・　0％　　　　　　　Oj％

　　　　　　　AI、，　rSO、），　　　　LO％　　　　｛〕・1％
　　　　　　　K，IC，，07　　　・．2％　　　　1姐・・ell・・P°・、
　　漱・、5・，浴温8・・C，処醐間鵬，葡処勲行…闘・　に対して1％の…pu「°・allin媚

　いた⑧法胴様にし染色助剤としてN・・sαな3甥使肌た・

　　糸の強力，伸度の変化な観察しだ。

　　㈲各難糸の横断融作り瀬微鏡にてその難糠備藤した・
　　　　　　　　　　　　　　　　　爽験結果及港察
　　1轍人纏対す礁触衡・於ける糸の翻囎加働，イ・　度の変伽’穣の如く砧《’・

　　　　＼一一areヒa’te「ay°n，、，en。、h　　el。岬ti・・％　ff”・f　i一蜘・・

　　　　％。f・Nl　L，SOピー＼　　9μ22・4・l

　　　　　non　treatment　　　　　127．0　　　　　　23．87

　　　　　　　　10　　　！24．4　　22．55　　　　　1・9コ
　　　　　　　20　　　126．7　　　19・53　’　　　2・52
　　　　　　　　30　　　119．4　　　11．40　　　　　4・23
　　　　　　　　40　　　　　　　　　　　　　122，2　　　　　　　　　　　19．60　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．76

　　　　　　　　50　　　1！8．3　　17．28　　　　3・22
　　緬・よるとN・、Sαの醐脚％の処磁輝蜘簾示し・張力イ・｝疲楓下嫌しているが・
　　本染解於いて離力で6。9％イ帳で6・59％の低下な肌て・・る・鱗M・・SOIを3°％胤’たもの

　　が＿Wよく難され嘱り瀬徽観霧誌融り内部畷醐畑様セこ紬されているの硯ら潟二・
　　か、観地よりP・・p…9・11i・麟酬絹醜して可劇の翼1…触が焔ことが鱗されブこ・

　　　同様にビニロンは対しては下表の如くである。

　　　　　　　　％。f　N・，　SO4　st・ength・9／80・2d・1・・g・し量・・％％・f　i・・「e・・in£ξwt・

　　　　　　　　non　treatment　　　　　　197．41　　　　　　　17．32　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　　　　　　　　10　　　　　　　167．9　　　　　 12。85　　　　　　　　　　L74

　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　　177．0　　　　　　　　　13．99　　　　　　　　　　　　　　　2・01

　　　　　　　　　　3G　　　　　　　　　　　176．6　　　　　　　　13．40　　　　　　　　　　　　　　　2．51

　　　　　　　　　　40　　　　　　．　　　169．6　　　　　　　　12．54　　　　　　　　　　　　　　2，36

　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　195．3　　　　　　　　　12，11　　　　　　　　　　　　　　　　2．82

・　彊力ば即％イ帳隠2ユ％の低下が最大であつた。N・・So，iの期脚％に於Y”　”（・pt応鯉劒
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を示しているが，酷酸人絹と同じように30％の処が最大染色性を示すように思牙っれる。顯微鏡の観察

によると・内部・表面共に一様に染色されてはいるが，多少内部が濃色となつていろようである。

　酷酸人絹とビニmンを比較すると，染色後の藁：量噛加の関係から見れば酪酸入絹の方が染色セ慧れ易

く・張力，紳度も低下率が幾分低いようである。JY．色非円は甜酸入絹は｝ili亡金色，ビ罰コンに褐色來な帯

びた黄色である。前蓮せる如くアミランに応用すると，色相も一暦1轍入絹より屯濃色が1尋られ，染

色し易いことを示した。

　次に媒染を施しての染色は酷酸人絹に余り見られぬ故，ビニロンに就いてのみ爽験して見た紬果は

次の如くである。

　　　　　　　　　　　　strength．　g／80．2d　elon．qation，ヲ6　　　　　colour　sllade，

　　　norトtreatment　　　　　I97，4　　　　　　17．32　　　　　　　／
　　Fe（SO4，）2（NII．t＞121－luO　　　　192．5　　　　　　　14．35　　　　　εぐreyish　br（》wn

　CuSO，L　　　　　　　　　　　　　176．1　　　　　　　13，18　　　　　yellowish　browli

　A！2（SO4）s　　　　　　　　　　　　　189，0　　　　　　　　　14．！4　　　　　　　reclclish　brぐ）Wn

　IくuCruO7’　　　　　　　　　　　　　　　180．2　　　　　　　　　　16．1う　　　　　　．　dark　⊂，range

　染色状態を顯微鏡で観嬢すると，内部・表面共一様に染色されて居るのが見られた。上褒によると

伸度で最大4％，張力10．8％の低下を見ているに過ぎないo

　以上の慕よりpurpurogallinによりビ＝urンは，酷酸人絹より染色され難い。張力，仲度共麗分低

下を来したo

　併し可成りの染着性を示し‘媒染法にょり夫々三翼った色相を発色することな認めた。染色助剤とし

てNaL，S（㌔を用いたのであるが，その30％前後の使用量に於いて最も有効なることが分惹　…般に

ビニロンば他の多くの既成染料に対してNauSOs　4）使用鐙の櫓力IIに比例して，その色相依濃阻になる

が，塞染料に於いてもかXる傾向がおろ。債1日光竪牢度，水洗堅牢度は良好であるが，洗湘堅牢麿は

低い。

　この染料の誘導休に就いて引続き研究中である。

　　　　　　　　　　　　　　　　丈　　　　　　　　献
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（4）　古武　稿ミ男；ビニロンの染色，カn工　94，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

We　chi。fly，t。di。d…i・y1・・（P・1y・i・・1・y・・h・ti・fib…i岬P・・）whi・h　bas　little　dyclting

P，。P。，ti。，．　P・・p…9・11i耳（・xid・ti・n　pr・duct・f・pyrog・11・1）i・（・）・n・・f　t・・P°1°n　de「i＞atives

。f・7、m。mb。，。d，i。g，，、nd（2）h・・p・・P・・ti・・simi1・・t・ali…i・・⑧w・f・・u・d　th・t・z°dy“・

、t。ff、　whi、h　hav。　th。、。upli・g・・qP・・…t・・f　py・・9・11・1　h・d　dy・i・9　P・・P。・！i。・t。　vi・y1°・・

S。w。，t。di。d。。　dy。i。，　b，。P。・’ties・f　p・・p…9・11i1ユ．　Th…hP・・p…9・Ilih　h・d　l。・・affi・it，y

f。f。i。yl。。　th。。。，。t・t・・ay・・J．　it　had　f・i・ly　dy・i・黛P・・P・icti・・f・・vi・y1・n．・・d　y。11・wish

cQlour　was　ol）tained　when　dyein黛vinylon　with　it．　When　it　dispersed　into　a　f（》ap『olutio血

。。d，。dium．、。lph・t・・b・・t　30％・f　th・w・・ight・f　th…mpl・w…s・d・・dy醜assistant

。g。nt，，　th。。。。diti・・w・・th。・ght　t・b・very　fit　f・・th・dy・i・Sr・F・・p・・p・・。galli・i・．i・s°1“”

ble　in　water．　After　mordantillg　by　iron　alum　O．5％，　copper　sulpha’be　1．0％aluminiulll

，u1醜。1．・％a1・d　p。t・・sium　Bi・11・・m・t・0・皐％・th・vi・y1・・fit・e・・dyed　with　p・・1…°S’alli”

P・磁・d…p・cti・・ly　9・・yi・h　b－・y・11・wi帯h　b・。w・，・。ddi・h　l・r・wn　and　da「k°「an鶴

colour　shade．．

　　Authors　are　1ユow　studyin鍔on　the　derivativeg　of　this　dyestuff．

　　　（Laboratory　of　Dyei・Pg　Chem三st’ry，　The　Facq1＃y　of　Teextile乱nd　Seticulture・　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shinshu　Univ¢rsity，　Ueda，　Japan）


